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要 約

2005年1月,外国より導入された採8P鶏離24,000羽の群において,4羽の雛が腺胃重積症と診断された.剖検所見で

は腺胃が食道を巻き込みながら筋胃内へ陥入し,陥入部内腔では腺胃の点状出血が認められ,チーズ様物で覆われてい

た.陥入部の組織学的検索では,陥入部近位端では異常はほとんど認められなかった.陥入部遠位端には粘膜ヒダの変

性 ･壊死および炎症細胞浸潤,粘膜表層における細菌塊を伴う偽膜形成が認められ,組織学的に偽膜性腺胃炎と診断さ

れた.病変部以外の臓器では,胸腺皮質の軽度萎縮が認められた.- キーワード:幼雛,重積,腺胃.
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消化管における重積症の発生はまれであるが,種々の

動物種において報告がなされている [1-11].重積に至

る正確な物理的 ･機械的要因は不明だが,おそらく嬬動

連動の不調和が原因と考えられ,腸管分節の強い収縮が

隣り合って弛緩している分節に陥入する原因を作 り出

し,解剖学的に急に管腔の内径が増大するような部位に

おいて発生率が高い.消化管における重積症は部分的あ

るいは完全な消化管通過障害を起こし,血管 ･血流の障

害が加わることが多く,特に陥入部においてそれは顕著

に認められる.

家禽の腸重積症についてはいくつかの症例が報告され

ており,線虫の寄生,コクシジウム感染,飼料栄養のア

ンバランス等との関連性が示唆されている [5].しか

し,腺胃重積症についての報告は過去にわずか数例しか

なく [10,11],病変部における病理組織学的所見の記

述も少ない.重積症を発症した動物の剖検を行っても,

病変部が著しい壊死に陥っていることが多く,原因の推

定につながる病理学的変化を見つけ出すことは多くの場

合困難である.

今回,病変部の保存状態が比較的良好な腺胃重積症例

に遭遇し,病理組織学的検索を行ったのでその概要につ

いて報告する.

材 料 お よ び 方 法

発生概要 :2005年1月27日発生の採卵鶏雛24,000

羽を外国より導入,29日に餌付けをしたもので,27日

～30日の3日間で79羽が死亡,1月31日に33羽,2月

1日に35羽が死亡した.検査材料は5日齢の死亡鶏で全

採材2例および重積部のみの2検体の病性鑑定依頼を受

けた.

病理学的検索 :剖検にて肉眼病変を観察後,主要臓器

を採材し,10%ホルマリン液にて固定,骨法に従いパ

ラフィン包埋ブロックを作製した.これを4〟mに薄切

後,ヘマ トキシリン･エオジン (HE)染色を施し,光

学顕微鏡にて検索した.加えて特殊染色としてPAS反

応,グラム染色を施した.

免疫組織化学的検索 :パラフィン包埋ブロックを4〟m

に薄切後,常法に従い間接酵素抗体法を実施した.一次

血清には当研究室で作製した抗Escherichiacolt(E.

coli)鶏血清 [12]および抗Staphylococcusaureus(S.

aureus)鶏血清 [13]を400倍希釈,二次血清にはペル

オキシダーゼ標識ウサギ抗鶏IgG血清 (Organon

TekunikaCorporation,U.S.A.)を200倍希釈で用い,

発色にはdiaminobenzidineを用いた.

成 績

剖検所見 :全例で腺胃が食道を巻き込む形で筋胃内に

完全に陥入しており,陥入に伴い筋胃の高度腫大が認め

られた (図1).陥入した腺胃は筋胃内でほほ完全に反転

し,内腔は認められなかった (図2).また,陥入部粘膜

面に多量の粘液状物の分泌および陥入部遠位端において

点状出血が認められた.全身採材例では2例とも胆汁の

高度貯留による月旦礎の腫大が認められた.腺胃,筋胃お

よびその他の臓器では寄生虫等,その他者変は認められ
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図1 開腹時所見 :腺胃は食道を巻き込み完全に筋胃内に

陥入し,筋胃の高度腫大が観察される.順境は腫大し,

卵黄喪は避残している.
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図2 腺胃重積部 :腺胃の完全陥入および,一部筋胃壁の

非薄化が認められる.

なかった.

組織所見 :病変は腺胃の陥入部遠位端にほほ限局して

おり,腺胃ヒダは重度に変性,壊死していた (図3).腺

胃ヒダが消失している部位の粘膜下組織では充出血およ

び肉芽組織の軽度増生が認められ,偽好酸球およびマク

ロ77-ジが軽度に浸潤 していた.また,瞭欄の認めら

れる部位を中心として,粘膜表層には線維素析出による

細胞退廃物を伴った偽膜形成が認められた.炎症細胞の

浸潤は腺胃ヒダの変性,壊死の程度に比較 して軽度で,

粘膜表層部にほぼ限局し,粘膜筋板への軽度浸潤は認め

られたものの,粘膜筋層より下部への浸潤は認められな

かった.胃腺,内輪走筋,外縦走筋および神経叢では著

変は認められなかった.グラム染色標本では,陥入部お

よび筋胃ケラナノイド層の表層全面にわたりグラム陽性

短梓菌,グラム陽性球菌およびグラム陰性短梓菌の細菌

塊の形成が認められた (図4).他の消化管では病変およ

び寄生虫等ほ確認されなかった.
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図3 腺胃重積郎遠位端:腺胃陥入部遠位端では腺胃ヒダ

が消失し,粘膜下には偽好酸球および大食細胞の軽度

浸潤を認められる.(HE染色)

図4 腺胃壊死領域 :腺胃陥入那および筋胃ケラナノイド

層表層ほぼ全域にわたり認められた矧菌塊.(HE染色)

その他の病変として,胸腺において皮質のリンパ球脱

落に伴う軽度萎縮が認められた.

免疫染色所見 :陥入部および筋胃ケラナノイド層の表

層全面に認められた細菌のうち,一部は抗E.coLiおよ

び抗S.aureus抗体に対 し陽性を示 したが,これら二種

の抗体に反応しない陰性の細菌も多くみられた.

考 察

消化管の重積症は獣医学領域では牛と犬での発生が比

較的多く,消化管内異物,炎症,寄生虫,飼料給与の失

宜,腸管内の腫壕などに起因し,異常蟻動の発生により

発症するとされている [5],しかし,重積症の報告の多

くは下部消化管のものであり,上部消化管の重積症はま

れである.上部消化管において重積症の発生が少ないの

は,上部消化管の揺動が下郡消化管と比べて微弱である

ためと考えられており [11],家禽の幌胃重積症に関し

ては過去に数例しか報告されていない [10,11].
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表1 過去の重積症の報告例との病変比較
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Rao[11]
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肥厚 LIH 有 り 記献雛し 剛菌塊

一:著変解し,H:偽好酸球.M:大食細胞,L:リンパ球

今回陥入の認められた腺胃は病理組織学的に腺胃ヒダ

の消失に伴い,炎症細胞浸潤および偽膜形成が認められ

たことから偽膜性腺胃炎と診断された.陥入した腺胃粘

膜面に認められた細菌塊は,免疫染色の結果からE,colt

およびS.aureusおよびその他のグラム陽性短梓菌,グ

ラム陽性球菌であり,単一の細菌によるものではなかっ

た.これらの細菌の由来としては生後のついばみによる

環境中の細菌ではないかと考えられた,

過去の報告では,他の症例との病変の比較がなされて

いないため,今回,本症例と過去の症例との比較検討を

行った.比較内容については表1に示すとおりである.

Sharma[1]]の行った報告は1年間にわたる同一農場

からの2万羽の検体から検出された4例で,1例のみ部

分的陥入であった.組織学的には腺胃壁の非薄化,リン

パ球の浸潤を観察している.Raoetal.[10]による報

告は動物園で飼育されたクジャクの1例で,組織学的に

は偽好酸球とリンパ球の浸潤および線維症による幌胃壁

の肥厚および粘膜面における棚菌塊を観察している.

Sharma[11]は病変部において線維症が認められない

ことから,急性的な病変であるとしている.本症例に関

しても線維症は認められず,炎症細胞にあまりリンパ球

が認められないこと,および日齢から急性病変であるこ

とが示唆された.過去の報告例では顕著な炎症細胞浸潤

が観察されていたが,本症例では軽度な炎症細胞浸潤し

か認められなかった.本症例では炎症反応が軽度であり

腺胃壁の厚さに変化が認められないこと,および発症月

齢が低いことが過去の報告例と異なっている.

家禽における消化管重積症において,病因として異常

嬬動,潰癌,過形成,寄生虫,飼料給与の失宜などがあ

げられており,川崎 [5]はEimerianecatrixによる病

変形成に伴う嬬動の異常により小腸重積症が発生すると

推察している.また,Sharma[11]は幼児においてパ

イエル板等のリンパ組織が重積症に関与している点か

ら,炎症反応部のリンパ球集族に注目し,ウイルス因子

の関連も考えうると考察している.近年,動物において

もウイルスによるgut-associatedlymphoidtissue

(GALT)の過形成が,重積に関与している可能性が示

唆されている [14].今回検索した症例では同日に酵化

し餌付けされた5日齢前後の幼雛での発生であり,組織

学的に腺胃壁の変性,線維性肥厚およびリンパ球集族や

リンパ組織は認められなかったことから,本症例の腺胃

重積の原因のひとつとして,細菌感染に伴う急性腺胃炎

が考えられる.本症例は艶死例であるが,死後変化とし

ての変性,壊死はほとんど認められず死後経過時間は短

いと考えられる.通常,腺胃は低pH環境にあるため,

細菌の増殖等は抑制されており,本症例の腺胃で認めら

れた細菌は死後に増殖したと考えるには多量であり,生

前から感染が成立していたと思われる.このことから,

細菌感染による腺胃炎が陥入前から存在していたことが

示唆される.本症例では細菌感染に伴う炎症により異常

嬬動が生じ,解剖学的に脆弱な腺胃と筋胃の接合部にお

いて重積が生じたのではないかと考えられた.

腺胃重積症はまjJtな疾患であり,今回遭遇した幼雛に

おける腺胃重積症は急性腺胃炎に伴う異常嬬動運動が関

与したものと推察された.しかし,農場管理者は輸送に

伴う寒冷感作が誘因となった可能性を指摘している (私

信).今回の症例は過去の報告例とは異なる点も多く,

重積症に関与する因子は多様であることが示唆された.
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IntussusceptionoftheProventriculusinChicks

MitsutakaIKEZAWA*,MasanobuGORYO†,JunSASAKIandKosukeOKADA

*DepartmentofPathology,IwateUniversity,3-18-8Ueda,Morioka,02018550,JaPaナI
SUMMARY

InJanuary2005,intussusceptionofproventriculuswasdiagnosedinfourchicksfromalayerfarmfroma

batchof24,000chicksofforelgnOrlgln.Atautopsy,theproventriculuswasinvaglnatedintothegizzardand

theesophaguswasinfusedwithpetechialhemorrhagesandcoveredwithacheesymaterial.Histopathologi-

cally,therewerealmostnoabnormalfindingsinthemedialportionoftheillVaginatelesion.Degenerationand

necrosisofmucosalfoldsandinfiltrationofinnammatorycellswereobservedinmucosaofthelateralportion

oftheinvaglnatelesion.Onthemucosalsurface,therewasapseudomembranewithbacterialclumps.Wehis-

tologlCallydiagnosedthislesionaspseudomembranousproventriculitis.Forotherorgans,Slightatrophywas

observedinthethymiccortex.- Keywords:chick,intussusception,proventriculus.
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